
特
集
・
国
際
化
時
代
の
市
民
と
行
政
⑩

横
浜
市
の
国
際
交
流

姉
妹
都
市
交
流
事
業
を
中
心
と
し
て

山
崎
隆
弘

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
姉
妹
友
好
都
市
交
流
―
流
れ
と
現
状

三
―
各
局
区
に
お
け
る
国
際
交
流

四
―
今
後
の
課
題

五
―
お
わ
り
に

一

は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

　
横
浜
は
現
在
、
世
界
の
八
都
市
と
姉
妹
友
好

都
市
関
係
を
結
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
、
国
内

の
都
市
と
し
て
は
、
京
都
と
並
ん
で
最
も
多
い

数
で
あ
る
。
そ
の
八
都
市
の
う
ち
六
都
市
と
は

既
に
二
十
年
以
上
の
友
好
の
歴
史
を
有
し
、
交

流
内
容
も
大
き
く
変
ろ
う
と
し
て
い
る
。
過
去

の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
各
都
市
ど
の
交
流
の
様

子
を
最
近
の
具
体
的
な
交
流
事
業
を
中
心
に
紹

介
し
て
い
こ
う
。

通
常
、
交
流
事
業
は
本
市
各
局
あ
る
い
は
(
財
)

横
浜
市
海
外
交
流
協
会
等
の
国
際
交
流
団
体
が

主
催
ま
た
は
相
互
に
協
力
し
あ
っ
て
進
め
ら
れ

る
。
だ
が
、
規
模
の
大
き
な
展
覧
会
や
国
際
会

議
は
横
浜
商
工
会
議
所
等
の
団
体
も
含
め
た

「
実
行
委
員
会
」
形
式
で
行
わ
れ
る
場
合
も
あ

る
。
時
に
は
、
民
間
団
体
が
、
本
市
の
行
政

レ
ベ
ル
か
ら
離
れ
独
自
に
実
施
す
る
こ
と
も
多

い
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
外
部
の
事
業
等
も

織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
都
市
ご
と
に
二
、
三
の
特

徴
的
な
事
例
を
取
り
あ
げ
る
と
と
も
に
、
あ
わ

せ
て
、
姉
妹
友
好
都
市
交
流
以
外
の
各
局
区
の

取
り
組
み
も
一
部
紹
介
し
、
お
わ
り
に
問
題
点

を
幾
う
か
整
理
し
て
み
た
い
。

　
横
浜
市
全
体
の
国
際
交
流
事
業
の
中
の
、
ほ

ん
の
限
ら
れ
た
事
例
し
か
紹
介
で
き
な
い
が
、

多
少
な
り
と
も
各
都
市
と
の
交
流
の
特
徴
を
汲

み
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二
―
姉
妹
友
好
都
市
交
流
―
流
れ
と

　
　
現
状

①
―
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え

　
　
　
ら
れ
た
交
流

　
　
横
浜
の
姉
妹
都
市
の
中
で
最
も
古
い
お
付
き

　
合
い
が
こ
の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
で
あ
る
。

　
　
昭
和
三
十
年
十
月
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
在
住
の

　
日
系
市
民
の
要
請
に
応
え
て
、
横
浜
市
か
ら
雪

　
見
燈
籠
を
寄
贈
し
た
と
こ
ろ
、
同
年
十
一
月
横

　
浜
で
開
催
さ
れ
た
日
米
市
長
会
議
に
出
席
し
た

　
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
長
か
ら
の
申
し
入
れ
が
あ

　
り
、
昭
和
三
十
二
年
に
提
携
さ
れ
た
。

　
　
そ
の
後
、
定
期
的
な
市
民
使
節
団
の
相
互
訪

　
問
を
中
心
と
し
て
、
学
生
交
流
、
児
童
画
及
び

　
図
書
交
換
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
交
換
等
人
物
・

　
文
化
交
流
が
主
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
山

　
下
公
園
に
立
つ
水
の
守
護
神
の
像
や
カ
リ
フ
ォ

　
ル
ニ
ア
開
拓
時
代
の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
由
来
す

る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ベ
ル
は
、
本
市
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
茶
室
、
梵
鐘
、
歌
碑
に
対
し
て
サ
ン
デ
ィ
エ

ゴ
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
他
の
姉
妹
都
市
交
流
と
比
べ
、
歴

史
の
割
に
展
覧
会
や
経
済
交
流
等
実
利
的
な
も

の
は
少
な
い
。
む
し
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

に
よ
り
地
道
に
続
け
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的

で
あ
る
。
特
に
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
側
の
交
流
窓
口

で
あ
る
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
横
浜
姉
妹
市
協
会
は
、

日
本
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
約
三
百
名
の
会
員

か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の
活
動
も
事
務
か
ら
各
会

員
宅
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
活
動
ま
で
す
べ
て

無
報
酬
で
行
わ
れ
て
い
る
。
活
動
資
金
も
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
市
か
ら
の
援
助
は
一
切
な
く
、
会
費

及
び
寄
付
金
の
み
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
。
横

浜
市
内
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
ボ
ー
イ
ス
カ

96
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ウ
ト
等
の
団
体
が
、
米
国
へ
の
学
生
派
遣
を
行

う
際
、
同
協
会
会
員
宅
へ
お
世
話
に
な
る
こ
と

も
多
く
、
横
浜
の
心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
え

る
。
な
お
、
同
協
会
会
長
と
し
て
一
六
年
間
両

市
の
交
流
に
携
っ
て
き
た
ウ
ェ
ル
ズ
女
史
は
、

交
流
活
動
へ
の
貢
献
に
よ
り
、
昨
年
横
浜
文
化

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
英
語
圏
の
姉
妹
都
市
と
い
う
こ
と
で

六
十
年
度
か
ら
は
本
市
教
育
委
員
会
も
、
高
校

生
の
交
換
制
度
を
発
足
さ
せ
、
国
際
理
解
教
育

の
一
環
に
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
両
市
間
の
掛

橋
と
な
る
若
い
人
材
の
育
成
と
い
う
点
で
今
後

の
継
続
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

②
―
リ
ヨ
ン
ー
二
五
周
年
「
新
た
な
出
会
い
」

　
姉
妹
提
携
は
昭
和
三
十
四
年
、
同
市
が
絹
織

物
産
業
の
伝
統
を
有
し
、
本
市
が
戦
前
生
糸
の

主
要
輸
出
港
で
あ
っ
た
と
い
う
絹
が
と
り
も
つ

縁
で
神
奈
川
県
及
び
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
斡
旋

に
よ
り
提
携
さ
れ
た
。

　
以
後
、
市
民
使
節
団
の
派
遣
や
各
種
文
化
団

体
の
相
互
訪
問
が
行
わ
れ
た
が
、
距
離
的
な
理

由
等
に
よ
っ
て
両
市
の
絆
は
、
と
も
す
る
と
疎

遠
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
流
れ
に
一
石
を
投
じ
た
の
が
、
昭
和
五

十
八
年
九
月
の
リ
ヨ
ン
市
長
の
本
市
訪
問
で
あ

る
。
こ
の
時
、
両
市
の
間
で
は
、
今
後
文
化
面

だ
け
で
な
く
、
経
済
面
を
も
含
め
た
幅
広
い
交

流
の
促
進
を
目
的
に
、
交
流
の
活
性
化
を
め
ざ

し
た
二
十
五
周
年
記
念
事
業
を
行
う
合
意
が
な

さ
れ
、
翌
年
の
十
月
に
リ
ヨ
ン
に
お
い
て
、
姉

妹
市
提
携
二
十
五
周
年
記
念
事
業
「
横
浜
フ
ェ

ア
」
が
、
(
財
)
横
浜
市
海
外
交
流
協
会
を
中
心
と

し
て
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
横
浜
フ
ェ
ア
は
、
横
浜
紹
介
展
、
経
済
技
術

交
流
促
進
会
議
、
辻
村
ジ
ュ
サ
ブ
ロ
ー
人
形
芝

居
公
演
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
特
に
紹
介
展
で

は
、
「
新
た
な
出
会
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
ビ
デ

オ
、
写
真
パ
ネ
ル
等
を
用
い
て
横
浜
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
生
花
、
切
絵
、
墨
絵
等
の
実
演

を
通
じ
て
日
本
文
化
に
直
に
接
し
て
も
ら
う
機

会
が
設
け
ら
れ
た
。
横
浜
フ
ェ
ア
全
体
に
約
四

千
人
の
リ
ヨ
ン
市
民
の
参
加
を
得
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
で
あ
る
。

　
こ
の
時
、
ま
た
経
済
の
技
術
交
流
促
進
会
議

で
は
、
両
市
の
経
済
界
代
表
者
が
、
経
済
協
力

の
可
能
性
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
持
ち
、
こ

の
会
議
の
成
果
を
う
け
て
、
昭
和
六
十
年
二
月

に
は
、
横
浜
に
お
い
て
「
リ
ヨ
ン
物
産
展
」
が

市
民
の
手
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
映
画
祭
等
の
文
化

行
事
と
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る
に
至
っ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
に
両
市
の
交
流
は
、
友
好
親
善
か

ら
経
済
分
野
も
含
め
た
実
質
交
流
へ
と
質
を
高

め
て
き
て
い
る
が
、
二
十
五
周
年
記
念
事
業
と

相
前
後
し
て
、
横
浜
市
人
形
親
善
使
節
団
や
婦

人
問
題
海
外
セ
ミ
ナ
ー
一
行
の
リ
ヨ
ン
市
訪

問
、
横
浜
市
立
大
学
と
リ
ヨ
ン
商
科
大
学
と
の

交
流
、
さ
ら
に
は
、
本
市
都
市
計
画
局
等
へ
の

研
修
生
の
受
入
れ
等
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
わ
せ
る
と
、
質
だ
け
で
な
く
幅
の
広
が
り
も

着
実
に
進
み
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

③
―
ボ
ン
ペ
イ
ー
象
と
日
本
庭
園

　
国
際
港
湾
都
市
で
あ
る
両
市
は
、
戦
前
か
ら

貿
易
を
通
じ
て
緊
密
な
関
係
に
あ
り
、
在
浜
イ

ン
ド
貿
易
商
協
会
及
び
ボ
ン
ベ
イ
市
長
の
要
請

を
受
け
昭
和
四
十
年
に
姉
妹
提
携
が
な
さ
れ

た
。

　
交
流
と
し
て
は
、
人
物
交
流
の
他
、
児
童
画

展
や
写
真
展
の
開
催
等
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、

イ
ン
ド
人
貿
易
商
た
ち
を
中
心
に
、
提
携
当
初

頻
繁
だ
っ
た
両
市
の
往
来
も
、
残
念
な
が
ら
市

内
在
住
ボ
ン
ベ
イ
出
身
者
経
営
の
貿
易
商
社
の

減
少
傾
向
と
と
も
に
次
第
に
、
下
火
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
情
況
も
、
昭
和
五
十
八

年
に
ボ
ン
ベ
イ
印
日
協
会
専
務
理
事
が
、
続
い

て
翌
年
ボ
ン
ベ
イ
市
長
が
来
浜
し
た
こ
と
に
よ

り
一
変
す
る
。
そ
の
折
、
姉
妹
都
市
提
携
二
十

周
年
記
念
事
業
と
し
て
ボ
ン
ベ
イ
側
か
ら
出
さ

れ
た
提
案
は
、
な
ん
と
イ
ン
ド
象
の
横
浜
へ
の

寄
贈
と
ボ
ン
ベ
イ
に
お
け
る
日
本
庭
園
の
建
設

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
五
十
九
年
五
月
に
は
、

横
浜
紹
介
の
た
め
の
ヨ
コ
ハ
マ
ウ
イ
ー
ク
の
開

催
と
あ
わ
せ
て
、
象
及
び
日
本
庭
園
に
関
す
る

合
意
書
に
調
印
が
な
さ
れ
準
備
が
進
め
ら
れ

た
。
翌
六
十
年
五
月
に
二
十
周
年
を
記
念
し
て

横
浜
で
開
催
さ
れ
た
一
連
の
ボ
ン
ベ
イ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
し
て
、
イ
ン
ド
象

の
子
象
二
頭
が
金
沢
自
然
公
園
動
物
区
に
贈
ら

れ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ボ
ン
ベ
イ
の
日
本
庭
園
は
、

気
候
・
風
土
等
の
ま
っ
た
く
異
な
る
悪
条
件
を

乗
り
越
え
て
、
本
市
緑
政
局
の
手
に
よ
り
無
事

完
成
し
、
横
浜
か
ら
の
市
民
使
節
団
の
参
加
も

得
て
、
六
十
一
年
二
月
、
開
園
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
本
庭
園
建
設
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
き
ず

な
は
、
今
後
の
庭
園
管
理
の
見
地
か
ら
も
、
ボ

ン
ベ
イ
の
造
園
技
術
者
の
研
修
と
い
う
形
で
、

継
続
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
努
力
が
、
今
行
わ

れ
て
い
る
。

　
今
ま
で
の
活
動
を
一
枚
脱
皮
し
た
画
期
的
な

展
開
で
あ
る
。

④
―
オ
デ
ッ
サ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
で
活
性
化
を

　
昭
和
四
十
年
、
横
浜
オ
デ
ッ
サ
両
市
は
姉
妹

市
と
し
て
結
ば
れ
、
以
後
両
市
か
ら
、
経
済
問

題
、
都
市
問
題
、
労
働
問
題
な
ど
各
種
の
代
表

が
相
互
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
横
浜
か
ら
の
市

民
使
節
団
の
派
遣
は
過
去
八
回
、
オ
デ
ッ
サ
労

働
関
係
者
の
来
浜
は
九
回
で
あ
る
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
三
年
に
は
、
オ
デ
ッ
サ
に

お
い
て
横
浜
オ
デ
ッ
サ
友
好
見
本
市
が
十
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
横
浜
か
ら
の
出
品

企
業
は
七
十
六
社
、
現
地
の
入
場
者
数
も
十
四

万
人
を
記
録
し
、
契
約
額
は
約
百
六
十
万
ド
ル

と
い
う
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
一
般
的
な
交
流
行
事
と
し
て
、
児

童
画
交
換
や
写
真
展
へ
の
出
展
等
は
行
わ
れ
て
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い
た
も
の
の
、
途
中
、
大
韓
航
空
機
事
件
等
に

よ
る
対
ソ
連
市
民
感
情
の
悪
化
と
い
う
不
幸
な

時
期
を
経
て
、
昨
年
の
提
携
二
十
周
年
に
は
、

十
六
年
ぶ
り
に
オ
デ
ッ
サ
市
長
の
本
市
訪
問
が

実
現
し
、
同
時
に
来
浜
し
た
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
と
の
親
善
試
合
も
実
施
さ
れ
た
。

　
今
年
は
、
横
浜
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

が
オ
デ
ッ
サ
を
訪
問
し
交
流
を
深
め
る
予
定
で

あ
る
。
徐
々
に
か
つ
て
の
交
流
活
動
の
活
気
を

と
り
戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

⑤
―
バ
ン
ク
ー
バ
ー
―
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｑ
で
咲
く

　
　
友
好
の
花

　
今
年
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
市
制
百
周
年
を

記
念
し
て
国
際
交
通
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
。

本
市
も
姉
妹
都
市
と
し
て
、
こ
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
'
8
6
に

参
加
を
予
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
バ
ン
ク
ー
バ

ー
市
と
の
姉
妹
関
係
は
昭
和
四
十
年
に
遡
る
。

　
当
時
、
日
加
間
の
経
済
文
化
交
流
の
著
し
い

発
展
を
反
映
し
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
民
、
特
に

日
系
カ
ナ
ダ
人
か
ら
、
横
浜
と
の
姉
妹
市
提
携

に
つ
い
て
の
強
い
要
望
が
起
り
、
昭
和
三
十
九

年
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
長
の
来
浜
を
契
機
と
し

て
具
体
化
し
、
翌
四
十
年
に
成
立
し
た
。

　
提
携
以
来
、
他
の
姉
妹
都
市
の
交
流
同
様
、

代
表
団
の
派
遣
や
児
童
画
交
換
等
の
文
化
交
流

は
随
時
行
わ
れ
て
き
た
が
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
と

の
交
流
は
、
こ
う
し
た
交
流
と
は
別
に
、
独
自

に
実
務
レ
ベ
ル
の
活
動
が
進
ん
で
い
る
一
つ
の

例
で
も
あ
る
。
昭
和
五
十
五
年
に
は
両
市
の
薬

剤
師
会
が
姉
妹
提
携
を
行
い
、
薬
剤
師
の
相
互

派
遣
と
同
時
に
、
医
療
施
設
の
視
察
研
修
も
実

施
し
て
い
る
。

　
翌
五
十
六
年
五
月
に
は
、
港
同
志
が
姉
妹
港

締
結
を
行
っ
た
。
カ
ナ
ダ
連
邦
運
輸
大
臣
管
轄

下
の
こ
の
国
営
港
と
、
本
市
港
湾
局
と
の
交
流

は
、
港
湾
情
報
の
交
換
や
姉
妹
セ
ミ
ナ
ー
の
形

で
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
ス
ポ
ー
ツ
交
流
も
盛
ん
で

あ
る
。
ラ
グ
ビ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
チ

ー
ム
の
来
浜
も
相
次
ぎ
、
今
年
は
本
市
か
ら
高

校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
、
バ
ン

ク
ー
バ
ー
で
六
月
に
開
催
さ
れ
る
国
際
青
少
年

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
参
加
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
姉
妹
提
携
二
十
周
年
を
記
念
し
、

昨
年
六
月
に
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
長
一
行
列

席
の
下
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
交
響
楽
団
横
浜
公
演

が
実
現
し
、
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
団
員
に
よ
る

市
内
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
音
楽
指
導
と
と
も

に
好
評
を
博
し
た
。

　
そ
し
て
現
在
、
こ
う
し
た
両
市
の
関
係
は
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
国
際
交
通
博
覧
会
に
来
た
る
八

月
二
十
八
日
の
ヨ
コ
ハ
マ
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ー
の

形
で
花
を
咲
か
せ
る
べ
く
、
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
万
国
博
覧
会
で
通
常
行
わ

れ
る
各
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
に
準
ず
る
日
と

し
て
、
一
自
治
体
と
し
て
は
史
上
初
め
て
横
浜

の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
日
で
あ
る
。
当
日
は
、

万
博
会
場
に
お
け
る
記
念
式
典
と
同
時
に
、
市

内
各
所
で
行
わ
れ
る
歌
舞
伎
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
日
本
伝
統
芸
能
の
紹
介
を
通
じ
て
交
流

が
深
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
ヨ
コ
ハ

マ
」
の
名
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
民
に
一
層
親

し
ま
れ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

⑨
―
マ
ニ
ラ
ー
市
民
レ
ベ
ル
ヘ
の
浸
透
を

　
マ
ニ
ラ
市
と
の
姉
妹
提
携
は
、
昭
和
三
十
八

年
マ
ニ
ラ
市
長
が
本
市
を
訪
問
し
た
の
を
き
っ

か
け
に
四
十
年
に
成
立
し
た
。

　
マ
ニ
ラ
市
と
の
関
係
も
、
昨
年
提
携
二
十
周

年
を
迎
え
た
が
、
そ
の
間
八
回
使
節
団
を
派
遣

し
、
現
地
の
交
流
団
体
で
あ
る
マ
ニ
ラ
国
際
姉

妹
市
協
会
と
友
好
を
深
め
て
い
る
。
ま
た
、
昭

和
四
十
七
年
に
は
、
本
市
か
ら
マ
ニ
ラ
市
民
に

対
し
て
水
害
見
舞
品
が
送
付
さ
れ
、
昭
和
五
十

九
年
に
は
、
本
市
消
防
局
が
消
防
車
を
三
台
マ

ニ
ラ
市
に
寄
贈
す
る
な
ど
、
単
な
る
友
好
を
越

え
た
交
流
の
実
績
も
見
ら
れ
る
。

　
昨
年
の
二
十
周
年
で
は
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
劇

団
「
テ
ア
ト
ロ
・
オ
ブ
レ
ロ
」
の
横
浜
公
演
が

開
催
さ
れ
る
と
と
も
に
、
マ
ニ
ラ
で
は
、
横
浜

か
ら
の
使
節
団
を
交
え
て
横
浜
紹
介
展
が
行
わ

れ
、
特
に
日
本
映
画
は
マ
ニ
ラ
市
民
に
好
評
だ

っ
た
。

　
当
初
マ
ニ
ラ
と
の
交
流
は
、
太
平
洋
戦
争
で

国
土
を
戦
場
と
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
の
強

い
反
日
感
情
を
和
ら
げ
、
市
民
同
志
の
友
情
を

築
く
糸
口
と
な
っ
た
市
民
外
交
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
発
展
途
上
国
特
有
の

姉
妹
都
市
交
流
活
動
が
一
部
市
民
と
の
友
好
に

偏
っ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、

現
在
、
真
の
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
を
め
ざ
し
た

新
た
な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

⑦
―
上
海
―
華
々
し
さ
か
ら
着
実
性
へ

　
成
田
空
港
か
ら
空
路
三
時
間
の
距
離
に
、
最

も
近
い
友
好
都
市
・
上
海
が
あ
る
。
横
浜
市
は
、

日
中
国
交
回
復
の
翌
年
、
昭
和
四
十
八
年
に
上

海
市
と
友
好
都
市
関
係
を
結
び
、
以
来
、
幾
多

の
交
流
を
重
ね
て
い
る
。

　
距
離
が
近
い
だ
け
に
、
交
流
は
き
わ
め
て
活

発
で
あ
り
、
市
民
交
流
の
面
で
は
、
日
中
往
来

が
頻
繁
で
は
な
か
っ
た
提
携
当
初
か
ら
、
「
市
民

の
翼
」
と
名
付
け
ら
れ
た
代
表
団
に
よ
り
、
華

々
し
く
友
好
親
善
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
し
か
し
交
流
の
特
徴
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

博
覧
会
形
式
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
規
模
の
大
き

な
催
物
の
実
施
と
、
友
好
親
善
か
ら
経
済
・
技

術
交
流
を
通
じ
て
実
利
性
を
求
め
る
事
業
へ
の

転
換
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
特

徴
に
的
を
絞
っ
て
見
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
一
つ
め
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
上
海
で

催
さ
れ
た
「
日
本
横
浜
工
業
展
覧
会
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
日
本
の
自
治
体
が
中
国
に
お
い
て
行

っ
た
、
こ
の
種
の
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。

市
内
企
業
六
二
社
が
参
加
し
、
最
新
の
電
子
機

器
、
精
密
機
械
、
一
般
産
業
機
器
及
び
輸
送
機

器
等
が
多
数
出
品
さ
れ
た
本
展
は
、
入
場
者
数

十
万
八
千
五
百
人
、
推
定
成
約
額
四
億
八
千
三
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百
万
円
を
記
録
し
大
成
功
に
終
っ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
時
、
中
小
の
市
内
製
造
業
の
出
展
を

と
り
ま
と
め
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
商
社
協
力

会
が
、
今
も
っ
て
企
業
と
中
国
と
の
橋
渡
し
役

を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
、
本
展
が
も
た
ら
し
た

一
つ
の
成
果
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
工
業
展
覧
会
に
応
え
る
も
の

と
し
て
翌
五
十
五
年
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
の

が
、
「
中
国
上
海
工
芸
品
展
覧
会
」
で
あ
る
。

本
展
に
は
、
貴
金
属
工
芸
品
、
玉
彫
、
象
牙
彫
、

漆
器
、
絨
氈
、
書
画
等
、
中
国
が
誇
る
精
巧
な

工
芸
品
約
五
千
点
が
展
示
さ
れ
た
。
長
い
伝
統

に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
繊
細
な
技
法
に
満
ち
た
作

品
を
見
る
た
め
詰
め
か
け
た
市
民
は
、
二
十
五

万
人
に
も
及
び
、
会
期
中
、
地
元
の
百
貨
店
や

商
社
の
協
力
を
得
て
販
売
さ
れ
た
展
示
品
は
、

成
約
額
五
億
五
千
万
円
に
も
達
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
他
、
横
浜
市
民
の
楽
し
い
思
い
出
と

な
っ
て
い
る
昭
和
六
十
一
年
の
パ
ン
ダ
を
連
れ

た
上
海
曲
技
団
の
横
浜
公
演
も
、
規
模
の
大
き

な
交
流
事
業
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
な

お
、
こ
う
し
た
事
業
は
い
ず
れ
も
、
市
、
商
工

会
議
所
等
の
複
数
の
団
体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
実
行
委
員
会
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

　
さ
て
、
「
熱
烈
歓
迎
」
の
友
好
親
善
で
始
っ

た
両
市
の
関
係
は
、
二
つ
の
大
き
な
展
覧
会
を

経
て
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
わ
け
だ

が
、
こ
う
し
た
盛
上
が
り
を
、
展
覧
会
と
い
う

単
発
の
行
事
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
様
々

な
分
野
で
継
続
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
が
、
昭
和

五
十
五
年
か
ら
始
っ
た
「
横
浜
上
海
友
好
交
流

促
進
会
議
」
で
あ
る
。
以
後
、
両
市
の
交
流
は

毎
年
、
こ
の
会
議
で
合
意
を
見
た
項
目
に
基
づ

い
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
以
前
か
ら
続

け
ら
れ
て
き
た
経
済
・
技
術
交
流
の
他
に
、
学

校
間
交
流
、
農
業
技
術
交
流
、
動
物
交
換
、
ス

ポ
ー
ツ
交
流
、
医
学
交
流
、
技
術
研
修
生
の
受

入
れ
等
、
実
利
性
を
加
味
し
た
新
し
い
交
流
が

推
し
進
め
ら
れ
始
め
た
。

　
こ
の
会
議
自
体
は
、
そ
の
後
、
第
三
回
を
も

っ
て
終
了
し
た
が
、
毎
年
の
交
流
は
依
然
と

し
、
実
務
者
レ
て
ベ
ル
の
協
議
に
よ
っ
て
練
ら

れ
た
交
流
項
目
に
従
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
最
近
、
実
施
さ
れ
た
項
目
（
交
流
項
目
の
詳

細
は
別
項
参
照
）
の
幾
つ
か
を
列
挙
し
た
だ
け

で
も
、
市
当
局
相
互
の
連
絡
調
整
の
た
め
の
横

浜
市
短
期
駐
在
員
上
海
派
遣
制
度
、
社
会
学
や

比
較
経
済
学
な
ど
の
分
野
の
大
学
間
交
流
、
料

理
・
手
芸
等
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
生
活

に
触
れ
る
生
活
文
化
交
流
、
退
職
者
の
技
術
を

活
か
し
て
上
海
の
都
市
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う

と
い
う
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
派
遣

等
、
そ
の
交
流
分
野
は
多
岐
に
わ
た
り
、
な
ん

と
今
年
は
、
上
海
に
お
い
て
、
両
市
の
若
手
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
作
品
を
紹
介
し
あ
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
ま
で
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
上
海
と
の
交
流
は
幅
広
い
広

が
り
を
見
せ
、
事
業
は
年
々
拡
大
す
る
傾
向
に

あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、
個
々
の
事

業
の
両
市
に
果
す
役
割
を
見
き
わ
め
、
一
つ
一

つ
見
直
す
こ
と
も
大
切
で
あ
ろ
う
。

⑧
―
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ァ
ー
ま
ず
お
互
い
を
よ
く

　
　
知
る
こ
と
か
ら

　
黒
海
に
面
し
た
港
湾
都
市
と
し
て
、
ル
ー
マ

ニ
ア
第
一
の
こ
の
都
市
と
の
関
係
は
、
駐
日
ル

ー
マ
ニ
ア
大
使
館
の
申
し
入
れ
に
よ
っ
て
、
昭

和
五
十
二
年
姉
妹
都
市
提
携
を
行
っ
た
こ
と
に

始
ま
る
。
提
携
年
か
ら
見
て
も
わ
か
る
通
り
、

横
浜
の
最
も
新
し
い
姉
妹
都
市
で
あ
る
。

　
両
市
の
間
で
は
、
市
民
使
節
団
の
派
遣
及
び

児
童
画
交
換
等
の
文
化
交
流
が
、
そ
の
主
た
る

交
流
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
距
離
的
な
問
題
や

航
空
路
線
の
制
約
等
に
よ
っ
て
、
交
流
は
比
較

的
控
え
め
で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
九
年
に
派
遣

さ
れ
た
代
表
団
が
、
現
地
で
、
生
花
、
日
本
舞

踊
等
を
披
露
し
、
多
く
の
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ァ
市

民
の
参
観
を
得
た
こ
と
か
ら
も
、
日
本
文
化
へ

の
関
心
の
高
さ
が
わ
か
る
。

　
そ
の
点
、
直
接
的
な
姉
妹
都
市
交
流
を
補
う

意
味
か
ら
、
両
市
の
仲
を
取
り
持
っ
た
駐
日
ル

ー
マ
ニ
ア
大
使
館
は
、
特
に
文
化
交
流
に
熱
心

で
、
ほ
ぼ
一
年
お
き
に
、
民
族
舞
踊
の
披
露
等

の
形
で
「
ル
ー
マ
ニ
ア
紹
介
の
夕
べ
」
を
横
浜

で
催
し
て
い
る
が
、
毎
回
百
名
を
越
す
横
浜
市

民
の
参
加
が
あ
り
た
い
へ
ん
盛
況
で
あ
る
。

　
両
市
の
交
流
は
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
あ
り
、
お
互
い
を
ま
ず
知
り
合
う

段
階
と
い
え
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ァ
が
、
会
社

体
制
も
異
な
り
、
日
頃
日
本
と
の
商
業
・
観
光

ベ
ー
ス
の
往
来
の
少
な
い
都
市
で
あ
る
こ
と
を

考
え
あ
わ
せ
る
と
、
こ
う
し
た
段
階
で
は
、
初

期
の
上
海
と
の
交
流
に
お
い
て
市
民
に
人
気
が

あ
っ
た
「
市
民
の
翼
」
の
よ
う
に
、
行
政
が
主

導
的
に
代
表
団
を
組
織
・
派
遣
し
、
ル
ー
マ
ニ

ア
に
対
す
る
市
民
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
も
一

つ
の
方
法
で
は
あ
る
。
初
期
の
市
民
交
流
を
大

切
に
す
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
、
交
流
を
他
の

分
野
へ
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、

東
欧
屈
指
の
工
業
都
市
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ァ
と
の

交
流
に
は
、
今
後
、
経
済
・
科
学
技
術
等
の
分

野
の
交
流
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

三
―
各
局
・
区
に
お
け
る
国
際
交
流

　
さ
て
、
姉
妹
友
好
都
市
交
流
以
外
に
も
、
本

市
は
様
々
な
国
際
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、
先
に
述
べ
た
姉
妹
友
好
都
市
交
流

と
連
携
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
多
少

重
複
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
数
あ
る
中
の
一

端
に
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。

　
そ
の
第
一
は
、
横
浜
の
顔
で
あ
る
港
湾
の
交

流
で
あ
ろ
う
。
本
市
港
湾
局
は
昭
和
五
十
四
年

か
ら
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
活
動
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
の
結
実
と
し
て
ア
メ
リ

カ
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
港
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ

ー
港
、
上
海
港
と
姉
妹
友
好
港
提
携
を
続
け
て

き
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
環
太
平
洋
姉
妹
港
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セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
核
と
し
て
、
港
湾
管
理
、

海
運
情
報
の
交
換
等
の
港
湾
実
務
の
分
野
で
既

に
着
実
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
昭
和
六
十
年

五
月
に
は
メ
ル
ボ
ル
ン
港
と
の
貿
易
協
力
港
提

携
の
実
現
を
迎
え
、
環
太
平
洋
と
い
っ
た
戦
略

的
観
点
か
ら
も
今
後
が
期
待
さ
れ
る
。

　
横
浜
は
、
従
来
か
ら
ア
ジ
ア
と
の
経
済
交
流

に
も
、
力
を
入
れ
て
い
る
。
横
浜
で
は
、
昭
和

五
十
四
年
以
来
一
年
お
き
に
過
去
四
回
、
横
浜

と
ア
ジ
ア
各
国
間
の
経
済
交
流
の
活
発
化
を
目

的
に
、
「
ア
ジ
ア
地
域
経
済
交
流
横
浜
会
議
」

（
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
）
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

会
議
に
は
、
ア
セ
ア
ン
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア

七
カ
国
、
一
地
域
の
企
業
家
や
経
済
関
係
者
が

参
加
し
、
経
済
・
経
営
問
題
に
関
す
る
討
議
が

行
わ
れ
て
き
た
ほ
か
二
回
目
以
降
は
商
談
会
が

設
け
ら
れ
、
実
利
的
な
交
流
の
充
実
も
図
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
会
議
と
は
別
に
、

本
市
経
済
局
は
東
南
ア
ジ
ア
経
済
交
流
事
業
や

発
展
途
上
国
工
業
化
協
力
事
業
を
、
(
財
)
横
浜
工

業
館
と
と
も
に
推
進
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
発

展
途
上
国
へ
の
協
力
を
通
し
て
、
地
元
企
業
の

国
際
化
な
ら
び
に
地
元
貿
易
業
界
の
振
興
を
進

め
る
上
で
重
要
な
施
策
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
最
近
少
し
づ
つ
注
目
を
集
め
出
し
た

交
流
事
業
の
中
に
自
治
体
の
発
展
途
上
国
へ
の

技
術
協
力
が
あ
る
。
本
市
も
、
国
際
協
力
事
業

団
等
を
通
じ
て
職
員
を
派
遣
し
、
ペ
ナ
ン
の
道

路
建
設
、
カ
イ
ロ
の
都
市
計
画
、
バ
ン
コ
ク
及

び
ナ
イ
ロ
ビ
の
水
道
事
業
管
理
、
メ
キ
シ
コ
の

港
湾
管
理
等
へ
の
技
術
協
力
を
行
っ
て
き
た
実

績
を
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
今
年
か
ら
は
、
本

市
独
自
の
事
業
と
し
て
、
ペ
ナ
ン
市
に
都
市
計

画
職
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
同
市
の
造
園

技
術
職
員
の
受
入
を
新
た
に
計
画
し
て
い
る
。

こ
の
他
の
事
業
と
し
て
は
、
先
に
紹
介
し
た
上

海
と
の
技
術
交
流
及
び
(
財
)
横
浜
市
海
外
交
流
協

会
が
実
施
し
て
い
る
海
外
技
術
研
修
生
受
入
事

業
（
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
）
が
あ
る
が
、
最
近
の
技
術

協
力
に
対
す
る
高
ま
り
の
中
で
、
本
市
は
、
昭

和
五
十
八
年
に
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
に
お
け
る
自
治
体
の
都
市
づ
く
り
に
関
す

る
横
浜
国
際
会
議
」
の
横
浜
宣
言
を
う
け
て
、

都
市
づ
く
り
に
関
す
る
技
術
協
力
の
自
治
体
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
、
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋

経
済
社
会
委
員
会
と
協
力
し
て
進
め
て
い
る
。

　
で
は
最
後
に
区
に
お
け
る
国
際
交
流
を
見
て

宣
よ
う
。
近
年
、
区
の
自
主
事
業
に
国
際
交
流

事
業
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
増
え
て
き

た
。
以
前
か
ら
在
住
外
国
人
が
多
い
中
区
や
南

区
な
ど
は
、
交
流
の
下
地
を
有
し
て
活
動
を
進

め
て
い
る
が
、
最
近
で
は
郊
外
区
の
交
流
も
活

発
で
あ
る
。
緑
区
で
は
、
昨
年
、
姉
妹
友
好
都

市
か
ら
集
め
ら
れ
た
児
童
画
展
、
世
界
の
人
形

展
、
外
国
と
日
本
の
若
者
た
ち
の
討
論
会
「
緑

国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
等
に
よ
り
構
成
さ
れ

る
「
緑
国
際
交
流
フ
ェ
ア
」
が
催
さ
れ
、
人
形

展
だ
け
で
も
入
場
者
は
一
万
人
を
越
え
て
い

る
。
ま
た
、
区
花
ひ
ま
わ
り
の
縁
で
ス
ペ
イ
ン

の
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
と
交
流
を
深
め
よ
う
と

昭
和
五
十
七
年
に
始
っ
た
港
南
区
の
「
ひ
ま
わ

り
交
流
」
も
、
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。
約

四
二
〇
名
の
会
員
数
を
持
つ
「
ひ
ま
わ
り
国
際

親
善
協
会
」
が
、
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

ス
ペ
イ
ン
料
理
及
び
ス
ペ
イ
ン
語
入
門
教
室
等

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
他
、
本
市
の
国
際
交
流
事
業
は

六
十
年
度
に
予
算
化
さ
れ
た
も
の
の
中
、
純
粋

の
交
流
事
業
だ
け
で
も
八
六
事
業
、
国
際
会
議

場
等
の
交
流
の
場
づ
く
り
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
育
成
等
の
主
体
づ
く
り
の
分
野
の
関
連
事

業
も
含
め
る
と
一
三
〇
事
業
に
も
及
び
、
こ
う

し
た
事
業
の
担
当
部
局
も
十
四
局
区
に
わ
た
っ

て
い
る
こ
と
を
付
記
し
、
こ
こ
で
は
網
羅
し
き

れ
な
い
多
く
の
事
業
が
あ
る
こ
と
を
御
理
解
い

た
だ
く
こ
と
と
し
た
い
。

四
―
今
後
の
課
題

　
以
上
、
本
市
の
国
際
交
流
を
姉
妹
友
好
都
市

を
中
心
と
し
て
概
観
し
て
き
た
が
、
こ
う
し
た

事
業
を
行
う
際
、
数
々
の
問
題
点
が
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ら
を
幾
つ
か
の
柱

の
形
で
参
考
ま
で
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

①
―
都
市
の
規
模
と
交
流
内
容

　
姉
妹
友
好
都
市
交
流
と
い
う
と
、
と
か
く
一

部
の
市
民
の
交
流
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
場

合
が
少
な
く
な
い
。
だ
が
、
三
百
万
横
浜
市
民

全
部
を
対
象
と
し
た
事
業
を
行
う
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。
使
節
団
の
受
入
れ
を
例
に
と
っ
て

も
、
地
方
の
小
都
市
が
行
う
場
合
、
ホ
テ
ル
等

の
宿
泊
施
設
が
な
い
た
め
、
全
員
民
泊
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
事
例
は
し
ば
し
ば
み
う
け
ら

れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
交
流
は
、
か
え
っ

て
本
当
の
意
味
で
日
本
の
家
庭
を
知
り
、
友
情

を
培
う
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
歓

迎
も
町
や
村
を
挙
げ
て
行
わ
れ
る
。
大
都
市
で

は
こ
の
よ
う
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
少
な

く
と
も
今
後
、
姉
妹
友
好
都
市
活
動
と
は
ど
う

い
う
も
の
で
、
今
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
、
市
民
一
人
一
人
の
心
の

中
に
残
る
よ
う
な
事
業
、
あ
る
い
は
広
報
が
ま

す
ま
す
必
要
と
さ
れ
よ
う
。
そ
の
点
、
区
に
お

け
る
取
り
組
み
は
、
市
民
に
と
っ
て
、
国
際
交

流
を
よ
り
身
近
な
も
の
に
す
る
う
え
で
、
価
値

あ
る
試
み
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
都
市
の
規
模
と
そ
の
性
格
に
応
じ
た
無
理
の

な
い
交
流
こ
そ
が
、
本
当
の
友
好
に
結
び
っ
く

の
で
あ
り
、
横
浜
の
場
合
、
博
覧
会
や
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
、
大
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
大
規
模

な
催
物
と
、
地
域
社
会
に
根
付
い
た
地
道
な
交

流
が
、
一
つ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
っ
て
総
合

的
に
結
び
っ
い
た
時
、
は
じ
め
て
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
で
は
な
か
ろ
う
か
。

②
―
交
流
の
形
態
と
民
間
活
力

　
上
海
市
と
の
交
流
が
、
上
海
市
人
民
政
府
と

横
浜
市
と
の
合
意
項
目
に
基
づ
く
交
流
で
あ
る

の
に
対
し
、
他
の
姉
妹
都
市
と
の
交
流
の
場
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合
、
市
の
行
政
が
直
接
交
流
活
動
に
関
与
し
、

推
進
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
当
然
こ
れ
は
相

手
国
の
政
治
・
社
会
体
制
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
。
行
政
の
効
率
化
を
め
ざ
し
て
い
る
サ
ン
デ

ィ
エ
ゴ
市
で
は
、
ま
ず
国
際
交
流
事
業
を
予
算

化
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
さ
え
民
間
活
力
で
実
施
す
る
国
柄
で
あ
り
、

姉
妹
都
市
交
流
も
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
横
浜
姉
妹
市

協
会
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
支
え
ら
れ
る

所
以
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
上
海
と
の
交
流
の
よ
う
な
形
態
は

行
政
の
交
流
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
財
政
面

の
裏
付
け
も
で
き
、
体
系
だ
っ
た
交
流
と
言
え

る
が
、
基
本
的
に
は
行
政
の
手
を
離
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
も
含
め
た
意
味
で
の
民
間
活
力
に

よ
っ
て
交
流
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
行
政
は
民
間
の
自
主
的
な
活
動

を
側
面
か
ら
支
援
す
る
形
が
望
ま
し
い
。
し
か

し
日
本
の
場
合
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
例

を
見
て
も
、
関
係
団
体
の
財
政
基
盤
が
弱
い
こ

と
か
ら
、
行
政
依
存
型
に
な
り
易
い
こ
と
を
考

え
る
と
、
活
動
環
境
を
考
慮
に
入
れ
た
う
え

で
、
相
手
都
市
の
体
制
に
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い

交
流
を
求
め
続
け
る
こ
と
が
、
息
の
長
い
交
流

を
進
め
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
。

③
―
発
展
途
上
国
と
の
交
流

　
横
浜
の
国
際
交
流
の
特
徴
の
一
つ
は
、
ア
ジ

ア
諸
国
を
ば
じ
め
と
す
る
発
展
途
上
国
と
の
交

流
で
あ
る
。
先
に
紹
介
し
た
ア
ジ
ア
と
の
経
済

交
流
や
技
術
協
力
も
そ
の
一
例
だ
が
、
姉
妹
都

市
に
つ
い
て
み
て
も
、
三
都
市
が
ア
ジ
ア
の
都

市
で
あ
る
。
他
の
日
本
の
都
市
の
交
流
相
手

が
、
中
国
は
別
と
し
て
、
欧
米
、
と
り
わ
け
北

米
偏
重
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
最
近
の
ア

ジ
ア
と
の
文
化
交
流
ブ
ー
ム
や
経
済
援
助
の
必

要
性
の
高
ま
り
の
中
で
、
大
い
に
好
ま
し
い
こ

と
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
実
際
、
交
流
を
行
う
と
な
る
と
次
の

よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

(
ア
)
社
会
体
制
の
相
違
に
よ
り
、
交
流
相
手
が
一

部
の
人
達
に
偏
り
市
民
レ
ベ
ル
で
の
幅
広
い
交

流
が
期
待
で
き
な
い
。

(
イ
)
政
情
不
安
定
な
場
合
は
、
交
流
活
動
そ
の
も

の
が
不
可
能
に
な
る
。

(
ウ
)
交
流
事
業
経
費
は
、
横
浜
上
海
間
の
よ
う
に

取
り
決
め
が
あ
る
と
こ
ろ
は
除
い
て
、
大
半
は

横
浜
側
負
担
と
な
る
。

(
エ
)
援
助
･
協
力
事
業
に
つ
い
て
は
、
実
施
す
る
側

が
自
己
満
足
や
独
り
よ
が
り
に
陥
り
や
す
い
。

　
要
す
る
に
、
単
な
る
市
民
交
流
で
は
な
く
、

自
治
体
が
行
う
に
ふ
さ
わ
し
く
、
か
つ
相
手
都

市
の
市
民
生
活
に
将
来
に
わ
た
っ
て
貢
献
で
き

る
よ
う
な
協
力
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
新
た
な
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
設
が
、
望
ま
れ
る
わ
け
だ

が
、
そ
の
際
、
事
業
の
継
続
性
と
実
施
主
体
の

自
己
満
足
に
よ
る
マ
ン
ネ
リ
化
と
い
う
相
反
す

る
課
題
を
打
破
す
る
た
め
、
常
に
相
手
都
市
の

現
況
を
把
握
し
、
そ
れ
に
基
い
た
十
分
な
議
論

が
、
主
体
と
な
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
行
政
、

企
業
を
含
む
民
間
団
体
等
の
間
で
必
要
と
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

④
―
友
好
型
か
ら
実
質
型
へ
の
体
制
整
備

　
各
都
市
の
交
流
を
見
る
と
、
多
く
の
姉
妹
友

好
都
市
交
流
は
、
提
携
当
初
は
友
好
親
善
そ
れ

自
体
を
目
的
と
し
て
交
流
が
展
開
し
、
以
後
、

経
済
交
流
や
技
術
交
流
へ
移
行
す
る
傾
向
が
強

い
。
そ
の
典
型
は
上
海
市
と
の
交
流
で
あ
り
、

日
中
国
交
回
復
時
の
文
字
通
り
熱
烈
歓
迎
ム
ー

ド
は
、
今
や
す
つ
か
り
落
ち
っ
き
を
見
せ
、
両

市
の
要
望
に
沿
っ
た
分
野
ご
と
の
交
流
に
変
わ

っ
て
き
た
。
経
済
交
流
等
へ
の
広
が
り
の
点
で

は
リ
ヨ
ン
と
の
交
流
も
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
、
交
流
の
性
格
の
推
移
に
伴
い
、

直
接
、
交
流
に
携
わ
る
人
も
、
従
来
一
部
の
国

際
交
流
事
務
担
当
者
に
限
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
も

の
が
、
幅
広
い
部
局
へ
及
び
つ
つ
あ
る
。
さ
ら

に
、
交
流
の
広
が
り
と
と
も
に
県
を
は
じ
め
と

す
る
外
部
の
団
体
と
の
関
連
も
増
し
て
く
る
。

　
現
在
、
本
市
で
は
、
上
海
と
の
交
流
事
業
を

中
心
と
し
て
国
際
交
流
事
業
連
絡
調
整
会
議
が

設
け
ら
れ
、
各
局
と
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
県
や
商
工
会
議
所
等
の
外
部
団
体
と
の
協

力
体
制
や
役
割
分
担
の
明
確
化
は
、
よ
り
一
層

の
交
流
の
成
果
を
あ
げ
る
う
え
で
重
要
で
あ

り
、
さ
ら
に
次
元
の
高
い
推
進
体
制
の
確
立
が

待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
の
行
政
か
ら
一

歩
離
れ
た
立
場
で
自
由
な
交
流
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
(
財
)
横
浜
市
海
外
交
流

協
会
な
ど
は
、
そ
う
し
た
推
進
体
制
の
中
核
的

役
割
を
担
う
こ
と
が
今
後
期
待
さ
れ
よ
う
。

　
ま
た
、
推
進
体
制
の
確
立
の
一
環
と
し
て
交

流
の
拡
大
に
よ
り
生
ず
る
新
た
な
担
い
手
を
対

象
と
し
た
、
語
学
の
問
題
を
も
含
め
た
人
材
養

成
も
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま

い
。

五
―
お
わ
り
に

　
交
流
を
考
え
出
す
の
は
人
で
あ
る
。
そ
の
交

流
を
動
か
し
て
い
く
の
も
人
で
あ
る
。
ボ
ン
ベ

イ
と
の
二
十
周
年
記
念
事
業
で
あ
る
日
本
庭
園

の
建
設
と
象
の
寄
贈
は
そ
の
良
い
例
で
あ
ろ

う
。
こ
の
事
業
が
実
現
し
た
の
は
、
発
案
者
の

ボ
ン
ベ
イ
印
日
協
会
ポ
ヘ
イ
カ
ー
専
務
理
事
の

「
な
ん
と
し
て
も
横
浜
の
子
供
た
ち
に
象
を
贈

り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
と
、
そ
の
た
め
の
筋

の
通
っ
た
積
極
的
な
行
動
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
具
体
化
へ
向

け
て
の
そ
の
執
拗
な
ま
で
の
ボ
ン
ベ
イ
横
浜
両

市
に
対
す
る
説
得
は
、
こ
の
事
業
に
携
わ
っ
た

人
の
多
く
が
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
国
際
交
流
活
動
は
、
既
に
そ
の
方
法
が
決
ま

っ
て
い
る
わ
け
で
も
、
厳
密
な
ル
ー
ル
が
定
ま

っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
携

わ
る
人
の
熱
意
が
そ
の
ま
ま
交
流
の
活
発
さ
に

反
映
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　
横
浜
の
姉
妹
友
好
都
市
も
二
十
年
を
越
す
関
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係
が
増
え
、
そ
の
活
動
の
担
い
手
も
、
今
や
第

二
世
代
に
移
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
可
能
性

あ
ふ
れ
る
場
に
、
国
際
交
流
は
他
人
事
で
は
な

く
、
誰
で
も
何
時
で
も
積
極
的
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
と
い
う
意
識
を
も
っ
た
市
民
、

と
り
わ
け
若
い
人
材
が
一
人
で
も
増
え
て
ほ
し

い
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
同
時
に
相
手
都
市
に
お
い
て
も
、

先
に
紹
介
し
た
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
ウ
ェ
ル
ズ

会
長
や
ボ
ン
ベ
イ
の
ポ
ヘ
イ
カ
ー
専
務
理
事
は

も
と
よ
り
、
リ
ヨ
ン
の
ミ
シ
ャ
レ
・
ジ
ャ
ポ
ン

ク
ラ
ブ
会
長
、
オ
デ
ッ
サ
の
セ
ン
ケ
ビ
ッ
チ
ソ

日
協
会
オ
デ
ッ
サ
支
部
理
事
な
ど
、
横
浜
を
こ

よ
な
く
愛
し
て
く
れ
て
い
る
人
達
を
中
心
に
、

本
当
の
意
味
の
横
浜
の
フ
ァ
ン
の
輪
が
広
が

り
、
両
者
の
き
ず
な
に
よ
っ
て
、
横
浜
の
姉
妹

友
好
都
市
関
係
が
一
層
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

(
注
)
　
姉
妹
都
市
と
友
好
都
市

　
横
浜
市
で
は
、
姉
妹
都
市
と
友
好
都
市
は
同

義
語
で
用
い
て
い
る
。
本
市
が
上
海
市
に
の
み

友
好
都
市
を
用
い
る
の
は
、
上
海
側
が
、
上
下

関
係
の
意
味
が
含
ま
れ
る
「
姉
妹
」
と
い
う
言

葉
の
使
用
を
好
ま
な
い
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
総
務
局
国
際
課
〉
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